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別紙

職員で取り組んできた、少人数の良さを活かした保育を評価いただき、
大変励みになりました。
今回、第三者評価を初めて受審し、園としての課題が明確になりましたので、
見直しを図り、今後更なる保育の充実を目指し取り組んでまいります。
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◇特にコメントを要する点

  園長　伊東久仁子

○少人数でアットホームな雰囲気の中、職員が一人ひとりをよく見て保育をしている
乳児の保育では一人ひとりの生活のリズムに合わせて食事や睡眠がとれるよう環境を工夫し、保育
士が子どもに優しく関わって子どものペースに合わせゆったりと保育が行われている。また、１‐
２歳児クラスでは様々な遊びが出来る環境をつくり、保育士は子どもに優しく声をかけ丁寧な関わ
りをしている。幼児クラスでは保育士に話しかけたり、友だちと楽しく関わることで生活や遊びを
通して自分の言葉で表現している子どもの姿がある。

○異年齢での交流や当番活動で、主体性や互いを尊重する気持ちを育んでいる
日常の中で幼児が乳児のお手伝いをしたり、当番活動が行われている。異年齢との交流や当番活動
など役割を持って活動出来る取組があり、子どもが主体的に活動できるように見守ったり、友だち
と協同して活動できるよう援助する保育士の関わりが良い。

○職員が協力し、安全でおいしい食事の提供に努め、食べ物への関心を高める食育を行っている
子ども達の食事について栄養士、調理員、保育士たちが協力して取り組み、毎日の食事の提供や調
理保育、食育タイム、野菜を育て調理する等の食育が実施されている。保育士と一緒に食べる普段
の食事や食育の中で、子どもが食べ物に関心を持つように工夫されている。
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○今以上に理念や方針等の周知を図ることを期待したい
法人理念等は入職時に説明をしているがその後は特に周知がなされていない。また、保護者に対し
ても園の姿勢や考え方を伝えてゆく事は大切であるため、今後は方針などが浸透するよう、様々な
手法を用いて積極的に周知してゆく事を期待したい。

○園における新人職員の指導体制を確立する事を期待したい
新人職員に対しての指導体制づくりは今後検討し対応してゆく意向がある。今後も新任職員が配置
されることが想定されるため、ＯＪＴの役割や業務習熟のためのプロセスなどを検討して早目に受
け入れ態勢を整備する事を期待したい。


